
　　　　

令和７ 年 1 月 31 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・お花見、ボーリング大会、映画鑑賞、沢遊び、奉仕作業（地域のごみ拾い）、旬の食材を提供（さんま祭り、芋煮会他）、ハロウィン、クリスマス、忘年会、初詣、節分（豆まき）、卒
業お祝い会

家族支援

本人の日々の生活、行動面についての悩みを伺い、助言を行いつつ支援にも活か
せる様にする。本人の進級進学、進路等への相談を受けます。保護者様の休憩の
時間を確保できるよう受け入れも行う

移行支援

卒業後の進路として、法人内で運営している事業所とイベントなど交流を
図り、本人、保護者様の興味を広げ、保護者様の選択肢を広げる。
（新規事業も拡充予定）

地域支援・地域連携

・散歩を行い地域の方と交流を行う。
・地域企業との交流（体験活動）
・ごみ拾い運動（地域貢献）

職員の質の向上

外部の各研修に参加しスキルアップに繋げる。その後の事業所内での伝達
研修を実施。虐待防止・身体拘束適正化委員会を法人内で開催。参加とそ
の後の伝達研修の実施。

支　援　内　容

本
人
支
援

・日々の健康状態を把握します（検温、表情や行動から不調のサインを読み取る）
・食育活動、クッキングを友達と一緒に行い、食べ物の大切さを学びフードロスについて考えます
・自ら、物の管理や身支度が出来るよう促しを行います

・本人の特性に合わせた運動を行い、運動機能を向上させて行きます
・感覚の成長を促せるよう、様々な感覚遊びを取り入れます
・感覚に敏感な児童への配慮を行います（個別室を利用し環境設定）

・スケジュールの確認、日付、曜日、時間など、個々に合わせた方法で認知出来るようにします
（施設内、屋外、イベント参加等、その日の予定を理解し安心して過ごせる）
・自分の得意な事、苦手な事を把握し、それぞれ次のステップに進められるようメンタルを考慮しながら促しを行う

・自分の思い気持ちの伝え方、相手の気持ち思いの受け止め方を、状況に応じて促しを行い、コミュニケーション能力が向上出来るよう支援します
・想像力を活かした遊びを行い、譲り合う気持ちや協調性を高められるよう支援します
・必要時、マンツーマンでの面談を行い、気持ちの解放を行う事でメンタル安定を図ります

・日々の活動を通して、友だち大人との信頼関係を築き、相手を尊重する気持ちや思いやり、共感力を高められるように支援します
・社会生活に必要な日常生活動作を、個々の特性に合わせた方法で行います（買い物（金銭管理）、掃除、調理、洗い物等）

法人（事業所）理念 人とのきずなを大切に、お互い助け合いの気持ちを持ち、共に成長していく。

支援方針
個々に持つ特性に対し、多様な側面から本人の強みを引き出し、今後の成長に繋がる支援を提供する
関係機関との連携を図りながら、本人の進学、進路、進級について相談助言支援を行う

営業時間
平日　学校終了後～１７：００

土曜日・休日　９：００～１７：００（5時間超えの延長時間含む）
送迎実施の有無

事業所名 放課後等デイサービス　きずな 支援プログラム 作成日


